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問題 k > 1とする。下図のような 1辺の長さが 1の立方体 OADB¡CEFGにおいて，
¡!
DL = k

¡!
DFとなる点を L

とし，直線 OLと面 CEFGとの交点をMとする。
¡!
OA = ¡!a，

¡!
OB =

¡!
b ，
¡!
OC = ¡!c とする。
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(1)
¡!
OMを¡!a，

¡!
b ，¡!c を用いて表すと ア であり，j

¡!
OM j = イ である。

(2) cosÎAOM = ウ であり，三角形 OAMの面積は エ である。また，点 Cから平面 OAMへ下ろ

した垂線と，平面 OAMとの交点を Hとする。垂線 CHの長さは オ であり，四面体 OAMCの体積は

カ である。

(3) 点 Oと異なる点 Nが線分 OF上にあり，
¡!
ON ?

¡¡!
MNを満たすとき，

¡!
ON = キ (¡!a +

¡!
b +¡!c )である。

また，四面体 ABCNの体積は ク である。
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